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砂利採取襲におlオる薗齢者雇用推進方策・2

安全が職場の基本。高齢者の知恵を伝える ことが、職場環境改善、労災防止につながる。
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；心 砂利採取業の場合、プラント内の生産工程l志概ね自 背景とした労働災害防止の面から、また、肉体的負荷の に.：＂＇， －：－：.＂：：ィ，：~'. 勤務形態についてl手、フルタイム勤務で芯くてもよい ~－｛.＇： ':, ：~：~＿，＂，，ぅU：ィ，：；：.＿.＂，，ぅ－~·.，：，;, ：~： ~.：”ふ：y，、二
：：ミー 動イじされオペレーシ引乍業が中心と芯っていたり、居 軽減等高齢者の働きやすきの面からも、職場環境1作業 ，：＿－~： ~：； ~ 場合、もしくは知時間勤務の方が成果を生み出しゃす ~ < : ; ~ : ,:_ -; ・: ~ ：；：；三二：ぷ：；ジミ二；《：；、’
~ : ~ 住性の向上した重機の導入や操作性の向上したダンプ 環境のさ5怠る整備を行うことが必要です。 ， 、.r ’‘：：’：・： ~I ~ い仕事については、積極的に短時間高齢労働者を活用 ； ・：~； ~：~ ~，：’：~ : ~ i：：’：＇： ~： ~~~ ~’：＇： ~ l ~ H ，、，、，，－－ ., I， 、，、，，、－、 a，，，、，，、，、＿，，，，....、．，、．、，， e，、．．．，、，、，，
、？： も普及しており、従来に比べ高齢に怠っても働き続ける 三：，.' ,_,_, .；‘三：，.' ，＿，＿.’いに，・＇’・1・，：,-~ ~，： :'.' .. " ,_,_: 'iへ二、’，J することで経自の効率化を図ることb~求められます。 『，~~ ~ .. _' ~.、~.... _ .. ＿：三~ ~，＿＇ ：.＇~＇ .. _ .. _: 'iごと：・.. _' :'.': .. _ .. _: ~「こ：~－＇:',': 
ことが可能芯鵬環境が整備されつつあります。 ＼ブJ、ム＿.. _ ！.，・＼ブJ、ムムペ＼ブJ、，，＇，_ .. _!.,, .... ', .. －：、ム＿.. －！.’， .....ヅー . , _ .... 

、：J・しかしなが5、依然として危険起作業や体力が必要芯 : : ,': .~二；；－，＂；: : ,': .~二：；－，＂；: : ,' : .~二：；；.. ; : : ,' : .~二；戸、＿；: : ,' : .~ --；’、：：ごいご．、，、：：ご、‘
~ ~：－· 作業も一部にあるので、加齢に伴う心身機能の低下を う；；；マバィ；；；；でバイメ；マバづ；；；でバ・：~；；；で・2割弱の企業で短時間勤務を取り入れています ：；‘，~~~~－－；~？~； ·，~~~：－千八づ；；；千九·：~ ~：： 

r •ー ， ， ，、‘二〉〉ぺ一，て＿，＿，、・，； ... --.... ＿.＿，、〉、，一、＿.＿， ... --; ... ＿.＿，、〉、，－－，~ (60歳以上の勤務形態） l，、〉 ,,. --, .. _ ......、〉、，一二＿，＿，ご〉〉’L
.: ...... _ .. _: ~ /,;.. －－ーー－一 ーーーーーーーーーーーーー ー－－一 －"'m;ーーー」 4 ← 、：＇－＇－：ぇ；：I＂－：.：・ 1γ ；γうえ；比一：？fr±三 その他 3・3% ：二三’え；：::-:'.:: ぷi臨 備の知恵を圃き伽鵬醐の輔明そう lぷ三・：÷：テコユぐに，r ：斗 ？〆 ‘｜ ~~＜：： 恒， -/ I 、，-_. 、‘ ， 、・・ ， ， 、、， 、．． 

．ン、ーいく＼‘ご：，－ E社員より労働時間または ー，；，y I ~~.－ べl ・方川航不要問乱し山いか ；＿：~ 
、う：：：；｝ ．重機、車輔は止まるぺきところに止まつているか 卜プ，，：よ「こ：，、，．、＿.. ,,: 'i「：－，．‘，，司，＿ , . _" ,,f I 1~ • a プ一「こ－，I¥ I.、，，
~－ -, .. －三i といつた、従業員が主体的に担えることから実践していきましよう。 ・ ・ .. ->---.. ，：ミ，；三：，・.. -~ .. --.. ，；ャ：〈リ－，.. －＇－~，；三’：三三ト－，.. -r～ー一～」 ←叶7正社員と同じ勤務 77.4% 計三デJ
’、？三'1 その際、 E、＝~亡、コ：；：’、： ~·七二ご；；：’、＝~.：＿，－，ご：：：，' f-¥ I l、 - 句ー ＼ 

、；＇－－， ~ I ．安全管理マニュアルの作成にあたって高齢者の知識ノウハウを取り入れるo ·~：、一；ミ；J ごい、一；ミヤ：じい：ミミJ ご：ふ ／」‘，ご：；入
• ::: :': ': '1 :1：：，：’：，、，：：＼ ／／：

ヶη ・日頃からKYT（危険予知訓練）等のなかに高齢者の知恵を積極的に取り入れる 咋 一々・ρり、ケ？汁：ごう人ヶ，＇＂..－＇t:~ ＇，.；、ヶ：：丸一一一一一一一戸 三 μ一：γべ子、：、ヶ；γr：ご＼：、〈
二J・1 ことも効果的です。 I • -.. ~－＇－： ” ~， I －；’－ .. ,_ .. ＿，’ : I ＇• ； γ － －＇’ : I'• : •., －’、，．．．．．．．．． 院／；ミ：
、J二ノ』 ドふけい＼二、乙，＇1_ .. !. E、々に，＇1_ ... !. l：.ヅ：＇.,・, _ .. L可．．．．．． ，ろう1・

，、：；－.. ；二、：；：、：人；二、J；：、：；＼：二、：；：、：.. ~－ .. ；二、＿；；：可ミ雪空~’： ~－ .. ；二J
、 ‘〈干で.－:-_ -・:-.... "":' ~ -：－ ででrーナ－.. '7 守、了てわ『士ー；で：＇：＂＂： -＿－；マ寸、でー亡『：て子 、 - ~ 、 ； 、 い ；三、：：、iアポ~. ~：人ー；・ド、

ι：： このような、詮管理てユアjしの作成やKYTの実 なお、高齢者が安全で働きやすい鵬環境～作業環境 fート九二、；うつい ーぶι’ー〕ー：ιμ斗以’ム.＿：~凶ιふ・．ι ：... ~ :_.:_:!.., !! ＿：＿ーイ：；・7つ
匹、，、－ ..、 ” －一、

．：‘え 臥職場麟や作業のなかにこ潜叩る危険要因や の整備l志、その鵬で附業員全吋きやすさや jご三i：三：；三：~－：:I 酬 u楓業悶
、，：コ その対応策につし1て、高齢者の保有する知識やノウ八 砂利採取業の子メ一ジアツブにもつながD、若年労働者 ＇ ~.： ..、二ご，；：，、：~＇ I 

メー 搾若年層に継承することにもつながりますし、高齢者 の採用定着に対しても効期です。 ．．．、 L : ·~ ~＞ごバ ・年度の後半等業務の繁忙期のみ働いてもらう い三
三：ー と若年者の交流の場にもなることから、積極的に進め 、J ，ー『＿，＿，、 J ，一、＿，＿，＇ . -; : __ ：~＿＝.＿：：，：：ぺ：... _: ~ ＿：.＿：：、：lどう ・正社員の有給休暇の取得時に手伝ってもらう i, :. ：ぺ：
、：1 ていくととが求められます。 一一 e～・ ー，、，L、’パ三，＿：~ ~ ~ ~ .. _・ ：＇パ三J之に，．’三、：.. _ .. _: ~ ~ ~三、’パ.. _ .. ＿：之にゾパ・i ・1日数時間、プラント内を清掃する ~ ~＇－· ：＇パ
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遇制度。
労に関する不安を払拭できる。
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在職老齢年金、高年齢雇用継続給付金を効果的に活用しよう。
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した賃金はこうなります。在職老齢年金、高年齢雇用継続給付を活用
今年60歳で定年を迎えるAさんを引き続き再雇用した場合の賃金鼠算
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